
第115回 三方限古典塾 (′ 16り 5,19)

洪 自議 (1561～ 1616)『 業根薄J(その3-32)
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(意訳) 林をわたる松風の響きや、岩間を流れる泉の声は、心を静かにして耳をかたむけ

るならば、天地自然が奏でる絶妙な音楽であることがわかる。

また、果てしない草原が尽きる辺 りにたなびく霞 や、澄んだ水面に映る雲の影は、心

をのどかにして眺めるならば、そのままで天地自然が描いた最高の絵であることがわかる。

(余説) 松風の音 。松 鼈は松 緒 ともいいます。鳴侃 とは貴人が腰につける侃玉が発する

音で、ここでは妙なる音楽の意です。文章とは、種々の色を交叉させたあや模様で、文は

青 と赤のあや、章は赤 と自のあやです。天地自然が奏でる音楽も描く絵も、己の心を静か

にし、のどかにしていないとそのすばらしさには、気づかないことになります。

前回の 「青山緑水の雲煙を呑吐するを看ては、乾坤の 自在なるを識り、」に通じるもので

す。また、文部省唱歌「我は海の子」を連想 します。この海岸 と松原は天保山だそ うです。

(参考) 文部省唱歌「我は海の子」 作詞 :宮原晃一郎 (鹿児島市加治屋町出身・明治13生 )
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生まれて潮に浴みして 浪を子守の歌と聞き 千里寄せくる海の気を 吸いて 童 となりにけり

高く鼻つく磯の香に 不断の花の香 りあり 渚の松に吹く風を いみ じき楽 と我は聞く
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1  黄金を惜 しむ。語 に云 う、「猛獣は伏 し易きも、人心は降 し難 く、給墾は填め

1  易きも、人心は満た し難 し」 と。 信 なるかな。        後集 64
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(意訳)昔 滅びた西晋の廃墟に、イバラやハシバ ミが生い茂つているのを眺めながらも

ら

ほくぼう

なお人々は武力をお り、戦いをやめようとしない。また、その身は北郎の墓地に葬

れて、免や狐の餌食になるのを知 りながら、なお黄金に執着 し、惜 しんでいる。

古語にも「どんな猛獣でも飼い慣 らす ことは易 しいが、人の心を降伏 させ ることは

至難だ。どんな深い谷でも埋め尽 くす ことは易 しいが、人の心を満たす ことは至難だ」

とある。まった くその とお りである。

(余説)∬
算

は、轟目
時代 (魏・呉・蜀)を 統一 した司馬炎によつて建て られた国 (265～316)

ぼうざん

です。北郎は、西晋の都であつた洛陽の北にある郎山のことで、貴人の墓が多 くあ り、

ここに葬 られることが理想 とされていま した。
ぎよ                            ほっくぎょぅ                            まも

人の
色ぶ

は実に御 し難いもので、仏陀の言葉 「法句経」にも「
`い

はざわめき動き、持 り
おもい

難 く、 調 え難 し」「
`い

は保 ち難 く、軽 く立ち騒 ぎ、 意 のままに従いゆ くな り」「心は遠
む ね

く去 りゆき、またひ とり動 く、密室にかくれて形な し」などとあります。

(参考)明 治天皇御製「しのびても あるべき時に ともすれば あやまつものは 心な りけ り」

高杉晋作辞世 「おもしろき こともなき世を おもしろく 住みなす ものは 心な りけり」
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と昼く是れ当倉ク歌舞の地なり。露射
悉 く旧時の争戦 の場 に属す。盛衰何

ぞ常 あ らん。強弱安 くにか在 る。 此れ を念 えば、人の心 を して灰 とな らしむ。
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人、奈可んぞ、駆 るに火牛を以て し、誘 うに風馬 を以て して、其の性に自適

するを思わざるや。 後集 66

(意 訳) いかめしい冠や広い帯を着けた高位高官たちも、ひ とたび、軽いみのや小 さな笠

の粗末な身な りで、何 ものにもとらわれずにのんび りやっている人たちを見れば、気苦労

の多い自分の身 と比べて、 うらや しくて嘆息 しないものはいない。

また、豪華な敷物の上で暮 らしているような富豪たちも、ふ と、粗末な竹すだれ とこざ

つば りした机に向かつて、悠々然 として静かに暮 らしている人を見れば、自分もそ うであ

りたい と思わないものはいない。

それにもかかわ らず、世間の人は尻尾に火 を着けられた牛のよ うに駆 り立て、さか りの

ついた馬 を誘惑するよ うに功名富貴を追い求めるのか。 もつと自分の本性にかなつた生活

をしようと思わないのだろ うか。

(余 説) 前章の 「人の心を満たすのは難 しい」に続いて、「身軽でゆった りとした生活が

理想」であると訴えています。 ウルグアイのムヒカ元大統領 を先 日我が国を訪れ、その生

活の様子か ら、世界一貧 しい大統領 として話題にな りました。その言葉 「世界を変えられ

るわけではないが、自分は変えられる」が印象に残 りました。

(参考) 老子70章 「是を以て聖人は、褐 を 被 りて玉を懐 く」 被褐懐 釜

(意訳)崩 れ落ちた石だたみには狐が眠 り、荒れ果てた宮殿の跡 を免が走 り回つているが、

このあた りは、その昔、宮女達が華やかに舞い踊つた場所である。菊の花が冷たい露に う

たれ、枯れ草には霧がかかつているが、ここはその昔、激 しい戦いが くり広げ られた古戦

場である。栄枯盛衰は世の常、強者 も弱者 もどこに行つたものか。このことを思い浮かベ

ると、人の心を冷えきった灰のよ うにさせて しま う。

(余説) 先月の 4「諸行無常の響き、盛 薯必衰の 鐘
り
、春の夜の夢の如 し」の続篇です。

踊晨
明の方丈記でも「ゆく河の流れは絶えず して、 しかも元の水にあらず。 よどみに浮ぶ

ため

泡沫は、かつ消えかつ結びて、久 しくとゞま りたる例 しなし。」 とあ ります。
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